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系統名 遺伝子型 感受性 gs発現 chf発現
WL-O asaS bsbs cscseses gg hh C/O gs(-) chf(-)
































13.トリ インフルエ ンザ ウイルス
14.トリ パ ラミクソ ウイルス
15.へモフィルス ･パラガリナルム
16.ひを白痢菌
17.マイコプラズマ ･ガリセプチカム
18.マイコプラズマ ･シノビエ
19.鶏痘 ウイルス
20.サルモネラ 全般
間隔が短いのでやはり近交退化をおこし,生産効
率が極端に低下してきた｡それと,ウズラ胎児細
胞の色素願粒がワクチン中に残るという問題,檎
卵の効率化のため,白色胎児 ･白色殻の形質を導
入すべく昭和49年頃から再び遺伝研で系統の分与
をうけた｡ 観音寺でSPF化した後,交配 ･選抜を
おこない,生産群の遺伝子組成を変えていった｡も
との系統は雲岡支所へ移し,系統維持をおこなっ
ている｡ また,SPFモニタリング検査もニワト
リに準じて定期的に実施 している｡
現在維持している系統としては,TF系 (豊橋
の業者由来),GF系 (最初に遺伝研で分与をうけ
たもの),パンダ白色合成系,家禽化系,野鳥系 (過
伝研由来)がある｡
5.お わ りに
当会の雲間支所は,SPF動物の維持繁殖場と
しての基本的性格を持っているので,ワクチン製
造計画と直結する種卵 ･子ブタ生産計画,さらに
その前段階の種親繁殖計画と不確定を要素が多い
が,動物の繁殖サイクルを考え効率的生産が図れ
るよう努力をつづけています｡ここで生産される
ニワトリ,ウズラのSPF種卵については外部か
らの要望で,研究用としてごく少数であるが,一
部,有償分与しています｡
最近,ニワトリ,ウズラ,ブタ,ヤギ,ヒツジと
飼育動物種も次第に増え,また,生ワクチン検定
用サルについても検疫と共に,時代の要求によっ
て繁殖の試みも考えられていますが,SPF環境
での繁殖は技術的にも囲錐を点が多く,あまり進
んでいません｡
最後になりましたが,会員諸氏に,我々への御
指導,御鞭漣 をお願いして終 りとします｡
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